
 

第２回子どもの自殺対策プロジェクトチーム会議 次第 

 

日  時  平成 30年11月 21日（水）14:00～15:00 

場  所  特別会議室 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ                                      

 

３ 会議事項 

(1) 未成年者に係る追加データについて 

（以下 非公開） 

(2) 子どもの自殺の背景分析結果について 

 

(3) 子どもの自殺対策を強化するための「新たな戦略」について 

  

(4) 意見交換 

 

 (5) その他 

 

４ 閉 会 



第２回子どもの自殺対策プロジェクトチーム出席者名簿 

職 氏  名 所属及び職 備 考 

座 長 阿部 守一 長野県知事  

委 員 今井 義明 
長野県高等学校長会長 

長野県松本深志高等学校長 
 

〃 小口 浩司 中央児童相談所長  

〃 佐々木 尚子 
長野県教育委員会スクールカウンセラー 

（臨床心理士） 
 

〃 塩野入 幸隆 
長野県中学校長会長 

千曲市立屋代中学校長 
 

〃 清水 康之 特定非営利活動法人 ライフリンク代表  

〃 長岡 秀貴 
特定非営利活動法人 

侍学園スクオーラ・今人 理事長 
 

座長代理 原山 隆一 長野県教育委員会教育長 欠席 

委 員 宮嵜 貞子 長野県教育委員会スクールソーシャルワーカー  

〃 森田  舞 
コーチングアカデミー長野校校長 

ゆめサポママ＠ながの共同代表 
 

〃 
矢島 宏美 

特定非営利活動法人 子ども・人権・エンパワメント

ＣＡＰながの代表 

長野県教育委員 

 

〃 横山  伸 長野赤十字病院 精神科部長  

五十音順、敬称略 



未成年者の自殺者数及び自殺死亡率（人口10万対）

自殺者数：人口動態統計（厚生労働省）、人口：人口推計（総務省）

（参考）全世代の自殺者数及び自殺死亡率（人口10万対）
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県外からの転入生の意識調査結果 

複数回答のみ人数を併記 

１ 調査期間  平成 30 年９月～10 月 

２ 調査対象  高校進学時に県外から転入した生徒 53 人（白馬 41 人、飯山 12 人） 

（出身地：首都圏 27 人、関西 8 人、東海 4 人、北陸・新潟 6 人ほか） 

３ 調査結果 

 (1) 学校生活で感じたこと 

   ○ 先生と生徒の距離が近い（仲が良い） ５人（首都圏ほか） 

   ○ 夏休みが短い ４人（北陸・新潟、首都圏） 

   ○ その他の意見（幼い頃からの付き合いがあり、仲間意識が強い/ゆったりして、平和な感じ等） 

 (2) ものの考え方や雰囲気 

   ○ 自分を主張できる・頑固 ５人（首都圏、関西） 

    （思ったことをはっきり言う、不満があると主張する、我が強い、頭が固いを含む）  

     ⇔ 自分の思ったことをはっきり言えない １人（関西） 

   ○ やさしい、穏やか  ２人（東海、北陸・新潟） ⇔ 他県の方がやさしい（首都圏） 

   ○ ノリが違う・うけるところが違う  ３人 

   ○ 肯定的な意見（明るい雰囲気/地域に誇りを持っている/立派な考えの人が多い等） 

   ○ 否定的な意見 

（こちらから話しかけないと心を開いてくれない印象/周囲への意識が高すぎる/勉学への意欲が低い等） 

○ その他の意見（自由な人が多い/幼いころからの関係ができあがっている等） 

 (3) 地域の人たちとの関わり 

   ○ あいさつしてくれる（話しかけてくれる、応援してくれるを含む） 11 人（首都圏、北陸・新潟ほか） 

   ○ 親切で温かい（フレンドリー、距離が近い、やさしい、家族のような関わりを含む） ９人 

（首都圏ほか） 

   ○ 近所の仲が良い、地区のまとまりが強い ３人（東海ほか） 

 ⇔ 地域同士の関わりがない １人（首都圏） 

   ○ その他の意見（地元を大事にしている/のんびりしている等） 

 (4) 長野県の良い点 

   ○ 自然が豊か（山・景色がきれい、水・空気・農産物がおいしいを含む）  11 人 

   ○ 静かなところ、落ち着く  ２人 

   ○ その他の意見（人がやさしい/先生や先輩とすぐ仲良くなれる/伸び伸びできる/人がやさしい等） 

 (5) 長野県の改善すべき点 

   ○ 交通の便が悪い（料金の高さ、交通系 IC カードが利用できないを含む）  10 人 

   ○ 学校関連（学校の冷暖房設備が不十分 ９人、夏休みが少ない ６人（首都圏、関西ほか）） 

○ 生活環境関連（娯楽施設や店舗が少ない４人、街灯が少ない２人） 



全国データ出典：自殺統計

長野県データ出典：自殺統計原票データを厚生労働省において特別集計

1　未成年者の職業別自殺者数

　○　長野県の男性の自殺者は、全国と比較して「学生・生徒」の割合がやや高い。

　○　長野県の女性の自殺者は、全国と比較して「有職・無職者」の割合がやや高い。

職業等

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計

学生・生徒 310 146 456 39 14 53 78.3 85.4 80.4 84.8 66.7 79.1

有職・無職者 84 25 109 7 7 14 21.2 14.6 19.2 15.2 33.3 20.9

不　詳 2 0 2 0 0 0 0.5 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0

計 396 171 567 46 21 67 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

２　自殺の原因・動機

　○　長野県の男性は、全国と比較して「学校問題」を原因とする自殺者の割合が高い。

　　　・　内訳は、進路、学業不振等の割合が高い。

　○　長野県の女性は、全国と比較して「健康問題」を原因とする自殺者の割合が高い。

　　　・　内訳は、統合失調症等の精神疾患の割合が高い。

自殺統計に基づく全国・長野県の自殺実態

自殺者数（人） 自殺者の割合（％）
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